
江
戸
中
期
、
天
下
の
台
所
と
し
て
か
っ
て
な
い
隆
盛
を
き
わ
め
た
大
坂
。
豊
か
な
富
を
背
景
に
好
学
の
気
風
が
渦
巻
く
中
、
幾

人
も
の
個
性
豊
か
な
町
人
学
者
が
生
ま
れ
た
。
国
学
の
下
河
辺
長
流
、
僧
契
沖
、
上
田
秋
成
、
漢
学
の
三
宅
石
庵
、
中
井
楚
庵
、

五
井
蘭
州
、
富
永
仲
基
、
中
井
竹
山
、
同
履
軒
、
山
片
蟠
桃
、
大
塩
中
斎
、
経
済
学
の
草
間
直
方
、
蘭
学
の
橋
本
宗
吉
、
緒
方
洪

は
ざ
ま
し
げ
と
み

庵
、
福
沢
諭
吉
、
天
文
学
の
間
重
富
た
ち
が
そ
の
系
譜
で
あ
る
。
同
じ
上
方
で
も
、
京
都
の
公
家
や
僧
侶
の
学
問
と
は
風
を
異

に
し
た
庶
民
の
学
問
と
文
化
が
花
開
い
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
学
問
に
は
ほ
ぼ
一
貫
し
た
思
想
が
流
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
思
弁
的
で
抽
象
的
な
机
上
の
空
論
を
嫌
い
、
あ
く
ま
で

も
事
実
に
基
づ
き
自
分
の
目
で
冷
徹
に
確
か
め
た
こ
と
し
か
信
じ
な
い
実
証
主
義
の
精
神
、
そ
し
て
権
威
や
教
条
や
因
習
や
定
説

に
と
ら
わ
れ
ず
、
ど
こ
ま
で
も
経
験
を
重
ん
じ
、
客
観
的
で
理
性
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
経
験
的
合
理
主
義
の
考
え
方
で
あ
る
。

江
戸
の
学
者
の
多
く
は
、
官
学
で
あ
る
儒
学
を
為
政
者
の
学
と
し
て
理
解
し
、
幕
府
や
大
名
に
仕
え
る
こ
と
を
目
的
に
学
問
を

修
め
た
の
に
対
し
て
、
大
坂
の
町
人
学
者
の
意
識
の
根
底
に
は
平
等
の
思
い
が
あ
り
、
封
建
の
世
に
あ
っ
て
身
分
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

学
問
を
堅
苦
し
く
は
考
え
な
か
っ
た
。
自
ら
の
本
業
を
全
う
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
自
分
自
身
を
磨
く
た
め
に
自
由
に
学
問
に

取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
利
益
を
追
う
商
人
の
出
で
あ
り
、
そ
の
学
問
は
実
学
で
あ
っ
た
。
ひ
た
す
ら
真
理
を
求

［
二
○
○
一
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集
・
大
坂
の
学
藝

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
坂
の
学
藝
」
趣
旨
説
明

井
上
克
人
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め
、
実
利
を
忘
れ
、
お
上
の
禁
制
を
も
恐
れ
な
か
っ
た
。
学
問
で
職
を
求
め
よ
う
と
は
せ
ず
、
名
利
の
た
め
に
学
問
を
し
た
の
で

は
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
そ
う
あ
る
べ
き
純
粋
な
学
問
の
か
た
ち
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
現
代
の
眼
か
ら
見
て
も
き
わ
め
て
合
理
的
で
、
地
に
足
の
つ
い
た
「
創
見
発
明
の
説
」
を
主
張
し
た
が
、
い
ず
れ
も
大

坂
と
い
う
土
地
に
お
い
て
こ
そ
現
れ
え
た
町
人
学
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
あ
た
か
も
井
原
西
鶴
や
近
松
門
左
衛
門
が
大
坂
の
町

人
の
気
風
に
ふ
れ
て
は
じ
め
て
そ
の
人
情
味
溢
れ
た
作
品
を
残
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
に
。

大
坂
江
戸
掘
に
、
和
学
者
で
あ
り
、
歌
人
で
も
あ
っ
た
下
河
辺
長
流
（
一
六
二
七
’
八
六
）
が
住
ん
で
い
た
。
大
和
の
小
泉
の
出

身
で
、
歌
道
に
通
じ
て
い
た
が
、
『
万
葉
集
』
の
註
釈
に
あ
た
っ
て
、
公
家
の
因
習
と
権
威
に
固
執
し
た
歌
論
を
批
判
し
、
新
説

を
打
ち
出
し
た
。
水
戸
藩
の
徳
川
光
圀
の
信
望
も
厚
く
、
『
万
葉
集
』
註
釈
を
頼
ま
れ
る
が
、
病
気
療
養
の
理
由
で
、
こ
の
仕
事

を
打
ち
出
し
た
。
水
戸
藩
の
柿

契
沖
は
真
言
宗
の
僧
侶
と
し
て
高
野
山
で
修
行
に
励
ん
で
い
た
が
、
当
時
の
高
野
山
の
事
情
に
飽
き
足
ら
ず
、
仏
者
の
世
界
の

実
情
に
も
失
望
し
、
大
坂
和
泉
に
隠
棲
し
て
い
た
。
彼
は
長
流
に
代
わ
っ
て
、
『
万
葉
集
』
の
註
釈
を
営
々
と
推
し
進
め
、
そ
の

学
業
は
名
著
の
誉
れ
高
い
『
万
葉
代
匠
記
』
と
な
っ
て
結
実
す
る
。
契
沖
の
註
釈
に
は
二
つ
の
特
質
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、

彼
の
博
覧
強
記
で
あ
る
。
歌
の
意
味
を
確
定
す
る
の
に
、
じ
っ
に
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
を
渉
猟
し
て
い
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
彼
に

は
確
固
と
し
た
方
法
意
識
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
二
つ
目
の
特
質
な
の
だ
が
、
「
此
耆
を
証
す
る
に
は
此
害
よ
り
先
の
書
を
以
て
す

へ
し
」
、
「
此
集
を
見
る
は
、
古
の
人
の
心
に
成
り
て
、
今
の
心
を
忘
れ
て
見
る
へ
し
」
と
い
っ
た
立
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

古
典
研
究
は
古
語
や
古
書
に
沿
っ
て
解
釈
す
べ
し
と
い
う
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い
た
。
こ
の
徹
底
し
た
実
証
的
精
神
は
、
「
古
学
と
は
、

す
べ
て
後
世
の
説
に
か
か
は
ら
ず
、
何
事
も
、
古
書
に
よ
り
て
そ
の
本
を
考
え
、
上
代
の
事
を
、
つ
ま
び
ら
か
に
明
ら
む
る
学
問

な
り
」
（
『
初
山
路
』
）
と
強
調
し
た
本
居
宣
長
の
国
学
に
も
通
じ
て
い
く
。

さ
て
時
代
は
降
り
、
享
保
年
間
に
な
る
と
、
大
坂
は
人
口
三
五
万
に
達
し
、
全
国
の
経
済
的
中
心
と
し
て
そ
の
繁
栄
を
誇
っ
て

い
た
。
こ
の
時
期
、
町
人
の
儒
学
の
学
校
と
し
て
「
懐
徳
堂
」
、
詩
文
の
結
社
と
し
て
「
混
沌
社
」
が
創
設
さ
れ
、
と
も
に
大
坂

町
人
の
教
養
を
高
め
た
。
と
く
に
「
懐
徳
堂
」
は
周
知
の
よ
う
に
、
儒
者
中
井
楚
庵
や
三
星
屋
武
右
衛
門
、
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
、

舟
橋
屋
四
郎
右
衛
門
、
備
前
屋
吉
兵
衛
、
鴻
池
又
四
郎
ら
「
五
同
志
」
が
協
力
し
、
道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
の
提
供
し
た
土
地
（
船

を
契
沖
（
一
六
四
○
’
一
七
○
二

に
託
す
。
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午
十
月

学
問
所
行
司

こ
の
条
項
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
い
か
に
も
町
人
の
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
自
由
な
学
風
で
あ
っ
た
。
ど
ん
な
身
分
の
人
も
、
働

き
な
が
ら
学
べ
る
。
学
問
は
武
士
の
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
時
代
に
、
懐
徳
堂
は
ま
さ
に
町
人
の
学
校
で
あ
っ
た
。
時
に
は
京
都

の
古
義
堂
か
ら
伊
藤
東
涯
に
講
義
に
来
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

道
明
寺
屋
吉
左
衛
門
の
三
男
で
、
彗
星
の
よ
う
に
現
わ
れ
た
天
才
少
年
、
富
永
仲
基
（
一
七
一
五
’
四
六
）
は
こ
こ
で
石
庵
の
門

弟
と
な
る
が
、
思
想
の
発
展
を
見
る
に
、
既
存
の
思
想
を
前
提
と
し
て
そ
の
超
克
を
図
る
際
に
、
自
説
を
そ
の
思
想
体
系
の
開
祖

の
所
説
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
い
、
そ
れ
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
「
加
上
の
説
」
を
唱
え
、
仏
教
・
儒
教
・
神
道
な
ど

場
の
尼
崎
町
）
に
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
開
設
さ
れ
た
私
塾
で
あ
る
。

中
井
楚
庵
は
、
宝
永
三
年
（
一
七
○
六
）
に
父
親
に
連
れ
ら
れ
て
播
州
の
竜
野
か
ら
大
坂
に
出
て
き
た
。
十
四
歳
だ
っ
た
。
三

い
え

宅
石
庵
の
塾
に
入
門
し
、
儒
学
を
学
ん
だ
。
石
庵
の
学
問
の
立
場
は
「
外
朱
内
王
」
と
言
わ
れ
た
り
、
「
鵺
学
問
」
と
椰
楡
さ
れ

た
り
し
た
が
、
朱
子
学
・
陽
明
学
の
い
ず
れ
に
も
偏
ら
ず
、
自
由
閼
達
で
か
つ
実
行
を
重
ん
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
大
坂

町
人
に
は
殊
の
ほ
か
人
気
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
「
懐
徳
堂
一
の
名
は
、
華

と
こ
ろ
で
「
懐
徳
堂
」
（

楚

な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。

但
講
釈
始
り
候
後
出
席
候
は
ず
、
其
の
差
別
有
之
ま
じ
く
候
。

一
、
始
て
出
席
之
方
は
、
中
井
忠
蔵
甕
庵
〕
迄
其
断
可
有
之
候
事
。

但
し
忠
蔵
他
行
之
節
者
、
支
配
人
道
明
寺
新
助
迄
案
内
可
有
之
候
。

一
、
武
家
方
は
可
為
上
座
事
。

一
、
学
問
は
忠
孝
を
尽
し
職
業
を
勤
む
る
等
之
上
に
有
之
事
に
て
候
、
講
釈
も
唯
右
之
趣
を
説
す
、
む
る
義
に
候
へ
ば
、
書

物
不
持
人
も
聴
聞
く
る
し
か
る
ま
じ
く
候
事
。

但
不
叶
用
事
出
来
候
は
Ｆ
、
講
釈
半
に
も
退
出
可
有
之
候
。

以
上

庵
が
『
論
語
』
か
ら
取
っ
て
つ
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
学
舎
の
壁
害
に
は
次
の
よ
う
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伝
統
的
思
想
の
ド
グ
マ
性
を
挟
り
出
し
、
そ
れ
を
自
由
奔
放
に
批
判
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

懐
徳
堂
は
開
設
当
初
、
経
学
中
心
で
あ
っ
た
が
、
五
井
蘭
州
が
責
任
者
と
な
っ
た
と
き
、
「
余
力
に
詩
賦
文
章
、
或
は
医
術
を

も
心
懸
候
人
へ
、
内
証
に
て
講
じ
聞
せ
、
或
は
会
読
に
致
し
、
或
は
詩
会
文
会
等
致
し
候
事
は
格
別
之
義
と
存
候
」
と
規
定
が
改

め
ら
れ
、
懐
徳
堂
の
教
育
の
程
度
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

蘭
州
の
弟
子
で
、
中
井
蕊
庵
の
子
、
竹
山
、
履
軒
の
兄
弟
の
存
在
も
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
竹
山
が
塾
長
の
と
き
、
学
風
は

頂
点
に
達
し
、
そ
れ
ま
で
の
「
武
家
方
は
上
座
た
る
べ
き
事
」
と
い
う
壁
害
は
、
「
書
生
の
交
は
貴
賤
貧
富
を
論
ぜ
ず
、
可
為
同

輩
事
」
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
大
坂
の
町
人
は
、
学
問
に
も
い
よ
い
よ
自
信
を
深
め
、
武
士
を
中
心
と
す
る
封
建
社
会
の

身
分
制
度
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
気
風
を
体
得
し
て
い
く
。
そ
の
竹
山
の
も
と
へ
、
佐
倉
藩
主
の
堀
田
正
邦
も
弟
子
入
り
し
て

い
る
。
ま
さ
に
懐
徳
堂
は
黄
金
時
代
を
迎
え
、
門
弟
も
増
え
、
江
戸
の
昌
平
費
を
し
の
ぐ
と
い
わ
れ
た
。

懐
徳
堂
学
派
は
反
祖
棟
の
立
場
を
標
楴
し
、
「
吾
等
は
林
氏
に
あ
ら
ず
、
山
崎
に
あ
ら
ず
、
吾
が
一
家
の
宋
学
な
る
の
み
」
と

い
う
竹
山
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
独
自
な
朱
子
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
独
自
性
の
第
一
は
、
『
中
庸
』
を
重
ん
じ
る
経
学
に
あ
っ
た
。

特
に
履
軒
は
『
中
庸
』
に
説
く
「
誠
」
を
強
調
し
、
そ
れ
は
『
論
語
』
の
「
忠
信
」
、
『
孟
子
』
の
「
敬
」
と
そ
の
精
神
は
同
じ
で

あ
る
と
す
る
。
第
二
は
「
格
物
窮
理
」
を
重
視
す
る
学
風
で
あ
る
。
こ
れ
は
蘭
州
か
ら
竹
山
・
履
軒
に
継
承
さ
れ
、
後
に
洋
学
受

容
の
基
盤
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
「
格
物
窮
理
」
の
実
証
的
精
神
が
、
町
人
山
片
蟠
桃
（
一
七
四
八
’
一
八
二
二
に
受
容
さ
れ
、

天
文
学
と
結
合
す
る
と
、
懐
徳
堂
も
に
わ
か
に
一
進
生
面
を
発
揮
す
る
。
第
三
は
経
世
済
民
論
で
あ
り
、
中
井
竹
山
の
『
草
茅
危

山
片
蟠
桃
は
播
磨
国
の
商
家
に
生
ま
れ
、
十
三
歳
で
大
坂
の
米
問
屋
・
升
屋
に
丁
稚
に
入
り
、
若
く
し
て
番
頭
と
な
り
、
傾
き

か
け
て
い
た
升
屋
を
建
て
直
し
、
ま
た
財
政
危
機
に
瀕
し
て
い
た
仙
台
藩
を
再
興
し
た
敏
腕
商
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
彼
は
懐

徳
堂
で
麻
田
剛
立
か
ら
天
文
学
を
学
び
、
晩
年
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
全
十
二
巻
か
ら
な
る
『
夢
の
代
』
を
上
梓
す
る
。
こ
れ
は

さ
い
が
つ
ぐ
な
い

享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
、
蟠
桃
五
十
五
歳
の
と
き
に
執
筆
さ
れ
た
『
宰
我
の
償
』
を
加
筆
、
推
敲
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
そ
の

写
本
全
六
巻
が
、
大
阪
市
立
博
物
館
に
、
間
重
富
（
一
七
五
六
’
一
八
一
六
）
ら
の
天
文
資
料
を
中
心
と
す
る
「
羽
間
文
庫
」
の
一

部
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
随
所
に
懐
徳
堂
の
師
、
中
井
竹
山
の
朱
書
き
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

言
』
が
有
名
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
封
建
社
会
の
中
で
、
幕
府
が
経
済
特
区
と
し
て
認
め
た
大
坂
だ
け
は
豊
か
な
資
本
主
義
の
世
を
調
歌
し
、
自

由
な
風
潮
が
あ
っ
た
。
学
問
の
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
広
い
視
野
を
も
っ
て
何
で
も
学
び
、
自
由
に
も
の
を
考
え
る
合
理
的

で
実
証
的
な
土
壌
は
近
世
の
大
坂
と
い
う
町
に
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

ど
ん
な
思
想
家
で
あ
れ
、
そ
の
思
想
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
彼
ら
を
育
ん
だ
土
地
の
風
土
性
、
土
着
性
が
彼
ら
の
意
識

の
根
底
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
今
回
の
テ
ー
マ
「
大
坂
の
学
藝
」
も
、
近
世
の
大
坂
と
い
う
地
に
あ
っ

て
町
民
や
庶
民
が
共
通
に
呼
吸
し
て
い
た
自
由
で
お
お
ら
か
な
〈
空
気
〉
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
日
に
も
通
用
す
る
学
芸

の
真
の
あ
り
方
を
改
め
て
再
認
識
す
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
。

『
夢
の
代
』
の
内
容
は
、
天
文
学
だ
け
に
限
ら
ず
、
地
理
学
、
歴
史
学
、
経
済
学
、
哲
学
、
自
然
科
学
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
驚
く
の
は
、
蟠
桃
が
こ
の
時
代
に
す
で
に
地
動
説
や
無
神
論
を
唱
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
羽
間
文
庫
本
に
は
記
載
さ
れ

て
い
な
い
が
、
完
本
の
『
夢
の
代
』
の
最
後
は
次
の
二
首
の
句
で
結
ば
れ
て
い
る
。

地
獄
な
し
極
楽
も
な
し
我
も
な
し
た
だ
有
る
も
の
は
人
と
万
物

神
仏
化
物
も
な
し
世
の
中
に
奇
妙
不
思
議
の
こ
と
は
猶
な
し

蘭
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
大
坂
は
、
天
文
学
の
分
野
で
も
進
歩
的
な
町
人
学
者
を
輩
出
し
て
い
る
。
今
挙
げ
た
間
重
富
も
そ
う
で
、

当
時
の
幕
府
の
天
文
方
が
ま
だ
東
洋
的
な
占
星
術
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
の
と
は
対
照
的
に
、
重
富
は
、
西
洋
の
観
測
術
に
基
づ
い

て
月
食
の
様
子
を
記
し
た
『
月
食
観
測
記
録
』
を
残
し
て
お
り
、
実
際
の
観
測
に
は
自
作
の
測
定
器
を
使
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
の

ち
に
そ
の
有
能
さ
が
認
め
ら
れ
、
幕
府
の
天
文
方
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

き
む
ら
け
ん
か
ど
う

最
後
に
、
も
う
一
人
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
博
物
学
者
、
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
木
村
兼
葭
堂
（
一
七
三
六
’
一
八
○
二
）

で
あ
ろ
う
。
彼
は
現
在
の
北
堀
江
付
近
で
酒
造
業
を
営
み
な
が
ら
、
学
問
や
芸
術
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
自
宅
に
蔵
書
や
地
図
、
植

物
標
本
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
す
る
私
設
図
書
館
兼
博
物
館
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
を
開
い
て
、
向
学
心
に
燃
え
た
町
人
や
全

国
の
文
化
人
と
交
流
し
た
。
自
ら
も
絵
を
描
き
、
文
章
や
詩
を
書
き
、
漢
学
や
蘭
学
、
本
草
学
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。
い
わ
ば

デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
的
存
在
で
あ
っ
た
。

ラ シンポジウム｢大坂の学藝｣趣旨説明



な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
左
記
の
資
料
お
よ
び
記
事
を
多
少
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
を
表
し
た
い
。

大
谷
晃
一
『
大
阪
学
』
（
新
潮
文
庫
一
九
九
七
年
）

大
谷
晃
一
「
純
粋
な
学
問
の
か
た
ち
が
そ
こ
に
あ
る
ｌ
大
坂
の
町
人
学
者
ｌ
」
（
『
大
阪
人
』
開
巻
所
収
、
「
ミ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
９

大
阪
市
立
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
訪
ね
て
」
〔
加
藤
法
子
取
材
・
大
阪
歴
史
博
物
館
企
画
協
力
〕
二
○
○
一
年
九
月
）（

関
西
大
学
教
授
）
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